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研究概要
気候変動の影響により近年各地で死傷者を出す水害が頻発しており、災害による被害を軽減す
るには、効果的な災害対応の実現が必要であり、特に発災前後からの、時々刻々変化する状況の
把握は必要不可欠である。
そこで、本研究では、水害状況把握のスピードアップにつながるとともに被災地住民の避難経

路安全確認や救助活動の効率化に貢献するWeb	GISアプリケーションの構築を目指す。浸水発
生の検知技術としては衛星やドローンによる広範囲の状況把握も期待されてはいるが、天候状況
などにより情報が入手できない場合も多いことが問題点として指摘されている。本提案研究で
は、こうした課題を解決するため、最も早い情報として街中に設置されているカメラや、SNS
などの「人間センサー」による情報を活用する。ユーザーが任意の地点を指定してその地点にお
ける浸水の深さ情報を与える対話型のアプリケーションを開発し、高精度な標高データに基づい
た周辺の浸水範囲の広がりと深さ分布の推定結果が即時に返される機能と、浸水と推定されるエ
リア内の道路通行可否状況を判定・可視化する機能の実現を図る。また、本研究のアプリケー
ションはブラウザからアクセスできる誰もが利用しやすい設計を目指し、教育や訓練、海外への
展開も期待される。
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